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独
演
会

三遊亭歌之介

■開催日時

8月30日（日）開場／午後１時30分　開演／午後２時
■料金／一般1,500円（当日1,800円）、学生500円（当日800円）ペア2,000円（前売りのみ）※全席自由
■内容／�『宮崎の夏は南の音楽が似合う！』と題して、フルートとギターでお届けするDUOコンサート。
　　　　南米カリブのショーロや、サンバ、ボサノヴァ、ピアソラ（アルゼンチン）などの曲と、フランス音楽をお届けします。
■プログラム・曲目／M．ラヴェル：ハバネラ、J．イベール：間奏曲、カリブ音楽：ラ・ヴァドルーベンス�ほか
■出演／フルート・司会：桐原直子（宮崎在住）、ギター：シルヴァン・ディオニ（パリ在住）
■場所／三股町立文化会館　■主催／三股町・三股町教育委員会　■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

夏のおわりの
コンサ〜ト

Ensemble-M Presents

KOKORONE~心音~“TAP/STEP/DANCING”編
ん？どこかで聞いたことのあるメロディー�Vol.6　TAP�STREET�with�Ensemble-M
■開催日時

9月19日（土）開場／午後６時30分　開演／午後７時
■料金／一律�1,000円（当日1,200円）、ペア�1,500円（前売りのみ）
※未就学児も無料で入場できます。

■プログラム・曲目／神楽、エスペランサ、ハンガリー舞曲第5番、哀愁のヨーロッパ　ほか

音で遊ぼう1・2・3！
タップダンス体験＆ミニコンサート
■開催日時

9月20日（日）
開場／午後１時30分　開演／午後２時

■参加費　一�律�500円（当日700円）

■開催日時

９月27日（日）開場／午後１時　開演／午後２時
■チケット発売日／８月１日（土）チケット発売
■料�金／一般1,500円（当日1,800円）、小学生〜高校生1,000円（当日1,300円）
���������������ペア2,000円（前売りのみ）

※未就学児の入場はご遠慮願います。　※全席自由　※電話予約可
■出演／三遊亭歌之介　■場所／三股町立文化会館／■主催／三股町・三股町教育委員会

■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館�℡0986-51-3462

いつでも現在進行形!!
三遊亭歌之介師匠による独演会！

さん　　　　 ゆう　　 　   てい　　　  　うた　　　　 　の　　　 　すけ

■出演／アンサンブルＭ（愛川義夫、横山桂子、上之園謙治）　■ゲスト／川口三栄子ダンシングスタジオ（川口三栄子、川口琴子、田中福美、永井日香里、寺尾唯、山口亜貴香、上村光矢）

■場�所／三股町立文化会館　■主�催／三股町・三股町教育委員会　■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡.0986-51-3462

フランス発 カリブ行き フルート・ギターＤｕｏコンサート

ハートフェルトミュージック

花と緑と水のまち

M i m a t a  P u b l i c R e l a t i o n s

2009 Vol.468
平成21年８月１日発行8

明日の三股町を見据えて
行財政改革と周辺自治体との連携

お知らせ
地上デジタル放送についての

説明会・受信相談会を開催します

部分日食が
観測されました
7月22日、日本中がわいた皆既日食
本町でも部分日食が観測されました

特集
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町
の
行
財
政
改
革

町
は
、昭
和
61
年
、よ
り
効
率
よ
い
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
、
行
政
改
革
の
重
点
項
目
や
仕
組
み
を

計
画
し
た
﹁
三
股
町
行
政
改
革
大
綱
﹂
を
定
め
、
効
率

的
な
行
政
の
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
７
年
、
次
い
で
11
年
に
本
大
綱
の
見
直
し
を
行
い
、

時
代
に
即
し
た
行
財
政
運
営
を
進
め
ま
し
た
。近
年
に

な
る
と
、
地
方
分
権
や
厳
し
い
財
政
状
況
な
ど
町
を
取

り
巻
く
著
し
い
環
境
の
変
化
か
ら
、
さ
ら
に
は
持
続
的

な
発
展
を
続
け
る
町
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、
16
年
度

を
﹁
行
政
改
革
元
年
﹂
と
位
置
付
け
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
目
指
し
た
６
つ
の
大
き
な
柱
を
定
め
、
大
綱

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
３
月
、国
は｢

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行

政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針｣

を
示
し
、
県
や

市
町
村
は
、
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
実

施
期
間
と
し
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す

る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た｢

集
中
改
革

プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
こ
の｢

集
中
改
革
プ
ラ
ン｣

と
同
様
の
計

画
で
あ
る｢

三
股
町
行
政
改
革
大
綱｣

を
平
成
16
年
度
に

改
訂
し
て
い
た
た
め
、
国
の
指
針
に
合
わ
せ
た
内
容
で
、

継
続
す
る
形
で
の
５
カ
年
計
画
と
な
る
行
財
政
改
革
を

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
て
い
ま
す
。

■
行
財
政
改
革
元
年
か
ら
の
取
り
組
み

平
成
16
年
の
行
財
政
改
革
元
年
以
降
、　

町
は
大
綱

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
６
つ
の
柱
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
代
表
９
人
と
知
識

経
験
者
２
人
、
町
議
会
議
員
１
人
の
計
12
人
か
ら
な
る

﹁
行
政
改
革
推
進
委
員
会
﹂
の
﹁
行
革
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
町
民
目
線
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
、
町
民
と

行
政
が
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
共
に
町
政
を
担
っ
て

い
く
と
い
う
新
た
な
視
点
で
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
﹂
を
総
括
意
見
と
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
助

言
・
提
言
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。︵
下
表
参
照
︶

行
財
政
改
革
元
年
か
ら
行
っ
て
い
る
﹁
行
政
改
革
大

綱
﹂
に
沿
っ
た
取
り
組
み
は
今
年
度
が
最
終
年
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
町
は
、
今
年
度
、
行
政
改
革
推
進
本
部
と

①
事
務
事
業
の
見
直
し

◦�

計
画
、
着
手
し
た
事
業
も
そ
の
必
要
性
や
効
果
を
評
価
し

見
直
す

◦�

敬
老
祝
金
支
給
事
業
の
見
直
し〔
17
年
４
月
〕

◦�

寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
の
見
直
し〔
17
年
４
月
〕

◦�

午
前
６
時
の
時
報
廃
止〔
17
年
４
月
〕

◦�

補
助
金
の
整
理
合
理
化
を
図
る

◦�

町
単
独
補
助
金
の
削
減〔
毎
年
度
３
㌫
減
〕

◦�

事
業
の
外
部
委
託
を
推
進
す
る

◦�

廃
止
路
線
代
替
バ
ス
の
見
直
し
に
よ
る
町
営
バ
ス
の
運
行

開
始〔
19
年
４
月
〕

◦�

選
挙
の
執
行
体
制
の
見
直
し〔
投
票
所
の
統
合
15
カ
所
→

11
カ
所「
18
年
９
月
町
長
選
挙
か
ら
実
施
」、
選
挙
投
票

時
間
の
繰
り
上
げ
、
投
票
補
助
員
の
採
用
〕

②
組
織
機
構
の
見
直
し

◦�

組
織
機
構
の
総
点
検
で
人
的
配
置
を
全
面
的
に
見
直
す

◦�

組
織
機
構
の
見
直
し〔
大
課
制
・
17
年
４
月
・
20
課
54
係

→
10
課
30
係
〕

◦�

地
区
公
民
館
制
度
の
廃
止〔
17
年
４
月
廃
止
、
地
区
分
館

へ
〕

◦�

公
共
施
設
な
ど
の
管
理
運
営
を
検
討
す
る

◦�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入〔
18
年

４
月
〕

◦�

町
立
病
院
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入〔
18
年
４
月
〕

◦�

町
立
病
院
指
定
管
理
者
制
度
導
入
か
ら
３
年
。
民
間
へ
売

却〔
21
年
４
月
〕

◦�

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
清
流
園
」へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入〔
18
年
９
月
〕

◦�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

〔
18
年
９
月
〕

③
定
員
管
理
、
給
与
の
適
正
化

◦�

退
職
職
員
の
不
補
充
な
ど
で
職
員
を
削
減
す
る

◦�

職
員
数
の
削
減〔
５
年
間
で
目
標
10
㌫
削
減
〕（
17
年
４
月

職
員
数
２
０
３
人
→
21
年
４
月
職
員
数
１
７
９
人
）

◦�

適
正
な
給
与
水
準
の
維
持
に
努
め
る〔
国
家
公
務
員
の
給

与
水
準
、
県
内
市
町
村
の
給
与
水
準
に
準
じ
て
随
時
適
正

水
準
の
維
持
に
努
め
て
い
る
〕

◦�

効
率
的
な
組
織
体
制
を
つ
く
り
、
諸
手
当
を
見
直
す

◦�

町
長（
10
㌫
）、
副
町
長（
５
㌫
）、
教
育
長（
５
㌫
）の

報
酬
削
減〔
17
年
４
月
〕

◦�

収
入
役
の
未
設
置〔
17
年
７
月
か
ら
未
設
置
・
19
年
４
月

廃
止
〕

◦�

議
会
議
員
定
数
削
減〔
19
年
４
月
定
数
を
18
人
→
12
人
〕

◦�

農
業
委
員
定
数
削
減〔
17
年
７
月
定
数
を
20
人
→
14
人
〕

◦�

各
種
委
員
会
な
ど
の
定
数
削
減〔
任
期
満
了
後
２
割
削
減
〕

④
健
全
な
財
政
運
営
の
確
立

◦�

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
適
正
な
使
用
料
、
手
数
料

を
設
定
す
る

◦�

公
共
施
設
な
ど
の
使
用
料
、
手
数
料
の
見
直
し〔
17
年
４

月
〕

◦�

一
層
の
節
減
合
理
化
を
図
り
、
諸
経
費
を
削
減
す
る

◦�

未
利
用
地
や
低
利
用
地
の
町
有
財
産〔
行
政
財
産
〕の
処

分〔
随
時
〕

◦�

公
用
車
の
集
中
管
理〔
17
年
４
月
〕

◦�

助
役
・
議
長
専
用
車
の
廃
止〔
18
年
７
月
〕

◦�

町
長
専
用
車
の
廃
止〔
20
年
９
月
〕

◦�

普
通
会
計
財
政
健
全
化
計
画
・
水
道
事
業
会
計
経
営
健
全

化
計
画
策
定〔
19
年
〕

⑤
行
政
の
情
報
化
推
進

◦�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
な
ど
情
報
通
信
網
の
構
築
に
努
め
る

◦�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
整
備〔
全
地
域
利
用
可
能
・
16
年
〜

19
年
に
整
備
〕

⑥
住
民
参
加
の
促
進
と
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

◦�

広
報
広
聴
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
を
進
め
る

◦�

意
見
箱
の
設
置〔
意
見
提
言
の
募
集
・
20
年
６
月
〕

明
日
の
三
股
町
を
見
据
え
て

行
財
政
改
革
と
周
辺
自
治
体
と
の
連
携

町
で
は
、
社
会
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
常
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
運
営
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
ご
み
の
処
分
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
、
生
活

圏
を
共
に
す
る
都
城
市
と
連
携
を
図
り
、
町
民
が
快
適
な
生
活

を
送
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
明
日
の
三
股
町
を
見
据
え
た
本
町
の
行
財
政
改

革
と
都
城
市
と
の
連
携
の
近
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
専
門
部
会
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
事
業
、
財

政
の
効
率
的
な
活
用
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
設
立
︵
要
綱
で
委
員
定
数
は

﹁
有
識
者
10
人
以
内
﹂︶
を
行
い
、
①
大
綱
の
素
案
を
固

め
る
②
取
り
組
み
の
検
証
③
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。翌
22
年
度
は
①
具
体
的
な
実
施
計

画
の
策
定
②
委
員
会
へ
の
※
諮
問 

③
委
員
会
の
答
申
④

議
会
報
告
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
評
価
点
、

反
省
点
を
踏
ま
え
た
行
政
改
革
大
綱
の
改
定
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

※
諮
問･･･

一
定
の
機
関
に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と

■
行
政
改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

行
財
政
改
革
に
あ
た
り
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
、
町
民
と
行
政
が
共
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
︵
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
︶
た
め
、
行
政

改
革
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、﹁
町

長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
町
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す

る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
﹂
役
目
を
持
ち
ま
す
。

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
委
員
会
の
場
な
ど
で
住
民
の

立
場
か
ら
行
政
改
革
へ
の
提
言
や
意
見
を
出
し
て
も
ら

い
ま
す
。

■
対　
　
象
＝�

20
歳
以
上
で
町
内
在
住
の
人
。性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。

■
任　
　
期
＝
21
年
度
～
22
年
度
の
２
年
間

■
募
集
人
数
＝
３
人

■
応
募
締
切
＝
８
月
21
日
︵
金
︶

■�

応
募
方
法
＝
総
務
企
画
課
企
画
政
策
係
︵
☎
52
︲

１
１
１
１
・
内
線
２
２
４
︶
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

大
綱
の
６
つ
の
柱（
当
初
の
計
画
内
容
）に

沿
っ
た
16
年
度
以
降
の
主
な
取
り
組
み

（
青
文
字
は
取
り
組
ん
だ
も
の
）

〔
〕内
は
取
り
組
ん
だ
時
期
ま
た
は
実
施
開
始
の
年
月
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そ
し
て
国
は
現
在
こ
の
構
想
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

﹁
定
住
自
立
圏
﹂
と
は
す
で
に
あ
る
程
度
の
都
市
機
能

を
持
つ
﹁
中
心
市
﹂
と
生
活
面
や
経
済
面
で
中
心
市
と

関
わ
り
が
深
い
﹁
周
辺
市
町
村
﹂
が
、
自
ら
の
意
思
で

１
対
１
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
積
み
重
ね
る
結
果

と
し
て
、
形
成
さ
れ
る
圏
域
で
す
。

中
心
市
で
は
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
で
必
要
な
都
市
機

能
を
集
中
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
村
で

は
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
を
図
る
な
ど
、
中
心
市
と

周
辺
市
町
村
が
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
の
概
要

都
城
市
は
総
務
省
が
平
成
20
年
７
月
～
８
月
に
行
っ

た
先
行
実
施
団
体
の
募
集
に
応
募
し
て
、
同
年
10
月
に

先
行
実
施
団
体
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
城
広
域
定
住
自
立
圏
構
想
で
は
、
人
口
の
流
出
を

食
い
止
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
形
成
す
る
た

め
、
本
町
を
含
む
、
都
城
市
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
の
３

市
１
町
で
連
携
・
協
力
し
て
、
緊
急
の
対
策
が
必
要
と

な
る
﹁
広
域
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
﹂
を
主
要

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
圏
域
の
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
産

業
・
経
済
活
動
に
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
﹁
都
城

志
布
志
道
路
の
整
備
促
進
﹂
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
圏
域
に
等
し
く
安
心
安
全
を
提
供
で
き
る
地

域
医
療
体
制
が
安
泰
な
も
の
で
は
な
く
、
現
在
も
圏
域

の
救
急
医
療
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
都
城
救

急
医
療
セ
ン
タ
ー
︵
初
期
救
急
医
療
施
設
︶、
都
城
市

郡
医
師
会
病
院
︵
第
二
次
救
急
医
療
施
設
︶
で
の
医
師

の
確
保
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

周
辺
自
治
体
と
の

連
携
強
化

行
財
政
改
革
を
行
っ
て
き
た
本
町
。
し
か
し
、
生
活

圏
を
共
に
す
る
都
城
市
と
の
連
携
・
協
力
が
さ
ら
な
る

町
民
の
快
適
な
生
活
を
生
み
出
し
ま
す
。

■
定
住
自
立
圏
構
想

行
政
の
効
率
化
や
社
会
変
化
へ
の
順
応
の
た
め
、
町

は
こ
の
よ
う
な
行
財
政
改
革
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
快
適
な
生
活
環
境
を
作
る
た
め
に
は
、
町
だ
け

で
は
ど
う
し
て
も
難
し
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
自
治
体
行
政
は
、
厳
し
い
社
会
経
済
環
境
の

中
で
、
地
域
間
競
争
に
生
き
残
る
た
め
、
周
辺
自
治
体

と
連
携
し
、
圏
域
の
特
性
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限

に
生
か
し
な
が
ら
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
高
次
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
さ
ら
に
積
極
的
に
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
国
的
に
み
て
も
、
地
方
で
は
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
に
よ
っ
て
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
み
、

地
域
の
活
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

隣
接
す
る
市
町
村
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
相
互
に
連

携
・
協
力
し
、﹁
定
住
﹂
の
た
め
の
暮
ら
し
に
必
要
な
機

能
を
確
保
し
な
が
ら
、﹁
自
立
﹂
の
た
め
の
経
済
基
盤
や

地
域
の
誇
り
を
培
う
こ
と
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
、
圏
域
全
体
を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う

﹁
定
住
自
立
圏
構
想
﹂
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

各
種
取
り
組
み
の
実
施

平
成
22
年
度
以
降

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

平
成
21
年
度
中
（
予
定
）

協
定
に
基
づ
き
推
進
す
る
具
体
的
取
り
組
み
や
期
間

（
お
お
む
ね
５
年
程
度
）
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、
民

間
や
地
域
の
関
係
者
を
構
成
員
と
し
て
中
心
市
が
開

催
す
る
「
圏
域
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
で
の
検
討

を
経
て
、
周
辺
市
町
と
協
議
を
行
い
決
定
し
ま
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
定
住
自
立
圏
の
将
来
像
を
提
示
す

る
ほ
か
、
予
算
を
伴
う
も
の
は
、
総
事
業
費
や
年
度

ご
と
の
事
業
費
な
ど
の
見
込
み
も
含
め
て
記
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
の
締
結

平
成
21
年
度
９
月
議
会
（
予
定
）

中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
都
城
市
と
、
そ
の
周
辺
に
あ

る
市
町
（
三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布
志
市
）
が
、
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
し
て
1
対
１
で
定
め
る
協
定
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
議
会
の
議
決
を
経
た
も
の
。協

定
で
は
目
的
、
基
本
方
針
、
連
携
す
る
事
項
、
事
務

の
執
行
に
か
か
る
基
本
的
な
事
項
な
ど
を
定
め
ま
す
。

「
中
心
市
宣
言
」

平
成
21
年
４
月
22
日
都
城
市
が
実
施

定
住
自
立
圏
形
成
の
協
定
締
結
に
先
立
っ
て
、
中
心

市
が
「
圏
域
と
し
て
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
関

し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
が
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
宣
言
」
で
す
。

明日の三股町を見据えて
行財政改革と周辺自治体との連携

「
活
力
に
あ
ふ
れ
、

  

心
あ
た
た
ま
る

    

住
み
よ
い
ま
ち
」

             

の
形
成

町
は
こ
れ
ま
で
、
行
政
組
織
の
見

直
し
や
各
種
事
務
事
業
の
見
直
し
、

財
政
健
全
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
よ

り
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

都
城
市
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
自

治
体
と
協
力
・
連
携
を
図
り
、
ご

み
処
理
や
高
度
医
療
の
提
供
な
ど
、

各
行
政
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。

﹁
活
力
に
あ
ふ
れ
、
心
あ
た
た
ま

る
住
み
よ
い
ま
ち
三
股
町
﹂。
町

が
掲
げ
る
こ
の
目
標
に
向
け
、
町

は
明
日
を
見
据
え
、
今
後
も
社
会

の
変
化
と
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

行
財
政
の
健
全
運
営
と
充
実
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課　

企
画
政
策
係

　

☎
52
︲
１
１
１
１︵
内
線
２
２
４
︶

医
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
高
次
な
医
療
機
器

な
ど
の
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の

取
り
組
み
で
は
、﹁
広
域
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実
﹂

を
目
指
し
、
併
せ
て
今
日
の
圏
域
全
体
の
医
師
不
足
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
圏
域
で
の
連
携
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
中
心
市
宣
言
を
行
っ
た
都
城
市
と
本
町
が

１
対
１
で
協
定
を
締
結
、
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
協
定
で
規
定
す
る
取
り
組
み
と
し
て
現
在
、

次
の
よ
う
な
内
容
を
都
城
市
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

■
生
活
機
能
の
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み

●�

広
域
救
急
医
療
体
制
の
整
備
・
充
実

● 

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
の
た
め
の
取

り
組
み

● 

地
域
高
規
格
道
路
「
都
城
志
布
志
道
路
」
整
備
促

進
● 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
か
か
る
連
携

● 

宣
言
中
心
市
な
ど
で
の
人
材
育
成

● 

圏
域
内
市
町
村
の
職
員
な
ど
の
交
流

● 

そ
の
他
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
に
か
か

る
連
携

■
事
業
の
流
れ

定
住
自
立
圏
構
想
は
総
務
省
の
定
住
自
立
圏
構
想
推

進
要
綱
に
従
っ
て
﹁
中
心
市
宣
言
﹂
↓
﹁
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
﹂
↓
﹁
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
﹂
の
流
れ
で
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

定住自立圏構想事業の流れ
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地上デジタル放送についての

説明会・受信相  談会を開催します
現
在
の
テ
レ
ビ
放
送（
地
上
ア
ナ
ロ
グ

放
送
）は
、２
年
後
の
平
成
23（
２
０
１
１
）

年
7
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
移
行
し
ま
す
。
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
だ
れ
も
が
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、「
総

務
省
宮
崎
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ
宮
崎
）」と
連

携
し
、
役
場
で
説
明
会
・
受
信
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

総
務
省
が
開
催
す
る
無
料
の
説
明
会
で

す
。
機
器
の
販
売
や
契
約
の
勧
誘
な
ど
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

説
明
会
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受

信
す
る
為
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、

●�

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
に
は
い
く
ら
掛
か
る
の
？

●�

今
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
そ
の
ま
ま

使
っ
て
見
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

●�

ア
ン
テ
ナ
は
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
？

な
ど
、
ご
自
宅
や
お
住
ま
い
の
地
域
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
た
め
の

具
体
的
な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
ま
た
、

会
場
に
は
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
・
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
・
リ
モ
コ
ン
・
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
な
ど
を
展
示
し
、
実
際
に
機
器
に
触

れ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
ご

自
宅
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る

方
法
な
ど
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
説
明
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
日
直
接
、

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�説明会場では…　自分の目で地デジの魅力を実感しアナログとデジタルを見比べることができます

地デジの受信方法と必要な機材、費用の目安などを説明

アンテナの違いを実際に見ることができます

簡単になった
リモコン操作を
体験！

地上デジタル放送移行まであと２年

﹁詐
さ

欺
ぎ

﹂に
ご注意！！

テレビの調査や工事を口
実に料金を不正に請求したり、
総務省やテレビ局などの関

日 時 9月24日（木） 9月25日（金） 9月26日（土） 9月27日（日）

会 場 各日、三股町役場【４階会議室】で開催

開始時刻 各日、午前10時／午後１時／午後３時／午後５時／午後７時の５回開催

定 員 各日、各時間帯100人（先着順）

●説明会・相談会�開催日時と開催場所および定員数

【上記内容についての問い合わせ】　総務企画課　企画政策係　☎52-1111（内線224）

係機関の職員をかたり、切り換え手数料などを架空請求する悪質な事例が発生しています。地上デジタル放
送への対応で、総務省・テレビ局・その関係機関がお金を請求することは一切ありません。このような請求を
受けた時は、すぐには支払わず、総合通信局、お近くの警察署、または消費生活センターへご相談ください。

地デジで、あなたをだます

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
？

放
送
に
限
ら
ず
、
通
信
・
音
楽
・
映
像

の
分
野
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の

時
代
へ
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
情
報
通
信
技
術
の
高
度
化
は
、

今
後
も
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

放
送
や
携
帯
電
話
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

い
る
電
波
は
無
限
で
は
な
く
、
一
定
の
周

波
数
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
使
用

で
き
る
周
波
数
に
余
裕
が
な
く
、
過
密
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
放
送
を
デ
ジ

タ
ル
に
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
ア
ナ
ロ

グ
放
送
で
使
わ
れ
て
い
た
周
波
数
に
約
35

㌫
の
余
裕
が
生
ま
れ
、
ほ
か
の
用
途
に
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
高

画
質
・
高
音
質
な
映
像
・
音
声
サ
ー
ビ
ス

が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
い
つ
で
も
必

要
な
情
報
が
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
放
送
、
テ

レ
ビ
局
等
と
情
報
の
や
り
と
り
が
で
き
る

双
方
向
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
の
電
波

を
使
い
ま
す
。
受
信
し
た
電
波
を
テ
レ
ビ

な
ど
の
受
信
機
で
映
像
や
音
声
と
し
て
再

現
す
る
た
め
の
方
式
が
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と

は
異
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
に
は
、
Ｕ

Ｈ
Ｆ
の
電
波
を
受
信
す
る﹁
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
﹂と
、﹁
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ

レ
ビ
﹂
ま
た
は﹁
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
﹂︵
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
を
引
き
続
き

使
う
場
合
︶が
必
要
で
す
。

お
住
ま
い
の
環
境
で
受
信
方
法
は
異
な

り
ま
す
。
ご
自
宅
に
合
っ
た
受
信
方
法
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�地上デジタル放送を視聴するためのチェックポイント

一戸建て住宅のひと
アパートなど
集合型住宅のひと

UHFアンテナ VHFアンテナ

アンテナを確認しましょう

UHFアンテナ VHFアンテナ

アンテナ工事が
必要です

電気店・家電量販店へ
お問い合わせください

アンテナ工事の必要は
ありませんが、アンテ
ナの調整などが必要な
場合もあります

※アンテナの工事・調整などもご依頼ください

地上デジタル放送
対応テレビに替える

現在お使いの
アナログテレビに、

地上デジタルチューナー
を接続する

ケーブルテレビを
視聴しているひと

ケーブル
テレビ会社に
お問い合わせ
ください

※ケーブルテレビの
利用には、加入契約
料・工事費・月額利用
料などの費用がかか
ります

ビルなどの影響に
よる受信障害対策
共聴施設を利用し
ている場合、地上デ
ジタル放送により、
受信障害が改善さ
れる場合もありま
す。施設管理者にご
確認ください。

個別アンテナなど
での受信の確認は
電気店などにご相
談ください。

◎
説
明
会・相
談
会
に
関
す
る

　
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
宮
崎
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
説
明
会
事
務
局
︵
デ
ジ

サ
ポ
宮
崎
︶

☎
０
９
８
５
︵
60
︶
７
３
４
６

◎
地
デ
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︵
07
︶
０
１
０
１

IP
電
話
な
ど
か
ら
は

☎
０
３
︵
４
３
３
４
︶
１
１
１
１

平
日
／
午
前
９
時
～
午
後
９
時

土
日
祝
日
／
午
前
９
時
～
午
後
６

時



　

外
国
語
指
導
助
手
の
コ
ー
ナ
ー

8広報みまた �009.8 9

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
カ
レ
ン
で
す
！

エ
リ
ッ
ク
は
も
う
東
京
に
引
っ
越
し
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
新
し

い
外
国
語
指
導
助
手
が
来
る
の
で
う
れ
し

い
で
す
！
９
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
新
し

い
外
国
語
指
導
助
手
、
ク
リ
ス
先
生
が
自

己
紹
介
し
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

わ
た
し
は
、
三
股
町
に
来
て
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
三
股
町
の
人
た
ち
は
優
し
く

て
親
切
で
す
。
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は

一
生
懸
命
英
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
！
わ

た
し
が
学
校
に
行
く
と
、
子
ど
も
た
ち
は

英
語
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た

り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
２
年
目

に
な
る
三
股
町
で
の
生
活
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

三
股
町
に
来
て
か
ら
の
一
年
間
は
家
族

に
会
え
な
か
っ
た
の
で
、夏
休
み
に
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
会
い
に
行
く
つ
も
り
で
す
。

わ
た
し
の
家
族
は
会
わ
な
い
間
に
変
わ
っ

た
か
な
？
姪
っ
子
た
ち
は
大
き
く
な
っ
た

か
な
？
姪
っ
子
は
わ
た
し
の
顔
を
思
い
出

す
か
な
？
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
帰
っ
た
ら
日
本
に
な
い
食
べ

物
を
久
し
ぶ
り
に
食
べ
ら
れ
る
の
で
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！
し
か
し
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
は
チ
キ

ン
南
蛮
と
じ
ゃ

が
り
こ
が
な
い

か
ら
、
が
っ
か

り
で
す
！

交通事故は
もうたくさん

建
設
設
会
社
の
営
業
を
し
て
い
た
わ
た
し

は
、
知
り
合
い
の
会
社
の
社
長
か
ら
土
地
を

探
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
て
お
り
、
い
ろ
い

ろ
探
し
た
あ
げ
く
に
や
っ
と
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
を
終
え
て
帰
ろ
う
と

し
て
い
た
時
、
そ
の
社
長
か
ら
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。
土
地
を
探
し
て
く
れ
た
お
礼
と
祝

い
を
兼
ね
て
、
ス
ナ
ッ
ク
で
飲
も
う
と
誘
わ

れ
た
の
で
す
。

車
で
店
ま
で
行
き
、
社
長
と
家
や
土
地
の

こ
と
を
話
し
て
お
り
ま
し
た
。
午
後
10
時
近

く
に
わ
た
し
の
友
人
が
飲
み
に
来
ま
し
た
。

社
長
は
先
に
帰
っ
た
の
で
す
が
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
友
人
だ
っ
た
の
で
も
う
少
し
だ
け

付
き
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

日
付
が
そ
ろ
そ
ろ
変
わ
り
そ
う
に
な
っ
た

の
で
、
さ
す
が
に
帰
ら
ね
ば
と
、
そ
の
場
を

立
ち
友
人
に
別
れ
を
告
げ
て
そ
の
店
を
出
て

車
に
乗
り
ま
し
た
。

１
杯
、２
杯
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う

安
易
な
考
え
と
、
い
つ
も
の
帰
り
道
だ
か
ら

問
題
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
そ
の
一
瞬
で
吹

き
飛
び
ま
し
た
。

見
通
し
の
よ
い
直
線
道
路
か
ら
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
だ
け
曲
が
っ
た
細
道
に
、
い
つ
も

の
よ
う
に
進
入
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
右

側
に
あ
っ
た
ピ
ザ
屋
の
店
に
気
を
取
ら
れ
て
、

前
に
向
き
直
っ
た
直
後
で
し
た
。

物
か
何
か
わ
か
ら
な
い
衝
撃
が
車
の
フ
ロ

ン
ト
右
側
部
分
に
あ
っ
た
後
、
少
し
離
れ
た

所
に
車
を
止
め
て
車
の
中
か
ら
外
を
振
り
返
ろ

う
と
し
て
寒
気
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
さ
か
と
思

い
ま
し
た
が
、
よ
く
凝
視
し
て
見
よ
う
と
し
て

も
辺
り
が
暗
く
て
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
段
々
と
怖
く
な
り
そ

の
場
を
離
れ
て
、
気
が
付
く
と
自
分
の
家
に

帰
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
の
帰
り
か
た
と
違
う
わ
た
し
を
見
て
、

両
親
が
不
思
議
に
思
い
自
分
に
話
か
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
時
、、
わ
た
し
は「
人
を
は
ね
た
か

も
知
れ
な
い
」と
言
い
ま
し
た
。
あ
わ
て
た
両

親
は
早
く
現
場
に
戻
る
よ
う
に
と
わ
た
し
に
言

い
ま
し
た
。
我
に
返
っ
て
、
事
の
重
大
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

現
場
に
戻
る
と
通
り
が
か
り
の
人
が
救
急
車

や
警
察
に
連
絡
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
数
分
も
し
な
い
う
ち
に
、
警
察
と
救
急

車
が
駆
け
つ
け
て
き
た
の
で
、
自
分
が
事
故
を

起
こ
し
た
と
申
し
出
ま
し
た
。

警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
留
置
場
に
入
っ
て
次
の

日
の
朝
に
被
害
者
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。

目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
の

人
に
少
し
で
も
早
く
連
絡
を
く
れ
て
い
れ
ば
被

害
者
の
方
も
助
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
聞
か

さ
れ
た
時
に
は
、
死
ん
で
も
償
い
き
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の

で
、
事
故
を
起
こ
し
た
時
に
は
何
を
お
い
て
も

優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
分
か
っ
て
い

た
は
ず
な
の
に
。

Ｓ
・
Ｍ　

30
歳　

会
社
員

大
切
な
も
の
を
失
う
辛
さ

裁
判
で
は
、１
年
２
月
の
判
決
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
被
害
者
の
遺
族
に

と
っ
て
み
れ
ば
納
得
い
く
判
決
で
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

遺
族
の
方
が
、
わ
た
し
が
ま
だ
若
い
の
で
、

将
来
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
、
一
生
か
か
っ

て
も
罪
を
償
わ
な
け
れ
ば
と
改
め
て
心
に
誓

い
ま
し
た
。

今
、刑
務
所
で
刑
を
務
め
て
い
ま
す
が
、出

所
後
も
今
以
上
に
頑
張
ら
な
く
て
は
と
い
う

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
な

ら
」と
か
、「
少
し
の
お
酒
な
ら
」と
か
、
車

を
運
転
し
た
経
験
の
あ
る
人
な
ら
１
度
や
２

度
く
ら
い
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
を
読
ま
れ
た
方
は
、
わ
た
し
と
同
じ

過
ち
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
切
な
も
の

も
同
時
に
失
う
こ
と
の
つ
ら
さ
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
か
ら
。

交
通
事
故（
人
身
）発
生
ワ
ー
ス
ト
◎
県
内
６
位
／
平
成
21
年
６
月
30
日
現
在
（
30
市
町
村
中
）※
ワ
ー
ス
ト
…
悪
い
方
か
ら
の
順
位

※ 贖いとは、罪を償うという意味。
ここに掲載してある手記は、交通事故を引き
起こして刑務所で罪の償いをしている人たち
の懺

ざ ん げ

悔の記録です。
一瞬の過ちによって、家族、恋人、友人な
ど親しき人々から隔絶され、自ら犯した罪を
反省している様子が文脈の端端から伝わっ
てきます。
このような悲惨な事故を引き起こさないよう、
心の戒めにしていただきたいと思います。

〔㈶東京交通安全協会提供〕

Culture

Library
◎問い合わせ
三股町立図書館
〒889 ─1901 三股町大字樺山3406─8

TEL.51-3200 FAX.51-3751

◎問い合わせ
三股町立文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2

TEL.51-3462 FAX.51-3561

中
南
米
の
音
楽
を
お
届
け
し
ま
し
た

６
月
12
日
、﹃PA

PA
-SA

R
A

︵
パ
パ
・
サ

ラ
︶フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
ラ
イ
ブ
﹄を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
ア
ン
デ
ス
の
代
表
的
な
楽
器
で

あ
る
ケ
ー
ナ
や
ボ
ン
ボ
、サ
ン
ポ
ー
ニ
ャ
な
ど

を
使
っ
た
中
南
米
の
民
族
音
楽
“
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
”を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

﹁P A
PA

-SA
R

A

﹂
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

楽
器
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
中
南
米
特
有
の
リ

ズ
ム
と
、日
本
独
特
の
繊
細
な
言
葉
と
心
が

見
事
に
マ
ッ
チ
し
た
演
奏
は
、来
場
し
た
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

に
は
、
お
客
さ
ん
を
舞
台
に
上
げ
、﹁
ラ
・
フ
ィ

エ
ス
タ
﹂
を
一
緒
に
演
奏
す
る
場
面
も
。ア
ン

コ
ー
ル
で
は
、会
場
の
皆
さ
ん
と
合
唱
し
、
あ

た
た
か
い
雰
囲
気
の
中
、幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

み
ま
た
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

★
演
劇
講
座『
み
ま
た
座
６
期
生
』

　

�

受
講
生
追
加
募
集
！︵
な
お
、定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
︶

館
内
の
す
べ
て
の
資
料
を
点
検
し
ま
し
た

６
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
、館
内
の
本
、

雑
誌
、
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
す
べ
て
の
資
料
を

点
検
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、１
４
２
冊
の

資
料
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
が
、貸
し
出
し
処
理
を
し
な
い

状
態
で
館
外
に
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

不
明
本
は
、
昨
年
か
ら
減
少
し
て
き
て

は
い
ま
す
が
、今
回
の
点
検
で
は﹁
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
﹂
な
ど

高
額
の
本
や
、藤
沢
周
平
、宮
部
み
ゆ
き
、赤

川
次
郎
な
ど
、特
定
の
作
家
の
小
説
も
ま

と
め
て
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

図
書
館
は
、利
用
す
る
人
た
ち
が
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
で
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
公
共
施
設
で
す
。館
外
へ
持
ち
出
す

時
は
、必
ず
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。昨
年
は
館
内
に
不
明
本
の
リ
ス
ト
を
掲

示
し
た
と
こ
ろ
、28
冊
が
そ
の
後
返
却
さ
れ

ま
し
た
。も
し
返
し
忘
れ
の
本
が
あ
り
ま
し

た
ら
、返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

映
写
会
を
し
ま
し
た

７
月
５
日
、図
書
館
の
多
目
的
ル
ー
ム
で

﹁
七
夕
映
写
会
﹂
を
し
ま
し
た
。児
童
、幼
児

向
け
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
６
枚
を
上
映
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
保
護
者
も
合
わ
せ
て
79
人
が

来
場
し
ま
し
た
。２
時
間
の
上
映
で
は
、途

中
で
あ
き
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
も
い
ま

し
た
が
、お
み
や
げ
の
て
る
て
る
坊
主
を
も

ら
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
に
も
映
写
会
を
す
る
予
定
で
す
。じ
ゅ

う
た
ん
の
上
で
く
つ
ろ
い
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す

第
４
日
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
、
ま
た
水

曜
日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら﹁
ぶ
ど
う
の

会
﹂が
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

■�

休
館
案
内︵
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
︶

月
曜
日︵
祝
日
の
時
は
そ
の
翌
日
︶・
祝

日
・
年
末
年
始︵
12
月
28
日
～
１
月
４

日
︶・
第
３
水
曜
日︵
館
内
整
理
日
︶・
館

内
資
料
一
斉
点
検︵
年
１
回
15
日
以
内
︶

演劇から人を学ぶ「 みまた座 」。写真は昨年度試演会

中南米の風を感じた「 パパサラ 」

大人も夢中になる「 おはなし会 」

みんな楽しみにしていた「 七夕映写会 」

キャレン・ブラウン

自
由
に
、遊
び
心
い
っ
ぱ
い
に
、演
劇
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●�

対
象
…
小
学
４
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま

で︵
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
︶

●�
期
間
…
７
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で

︵
３
月
に
本
公
演
予
定
︶

●�

日
時
…
毎
週
木
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
６

時
30
分︵
た
だ
し
、
ほ
か
の
曜
日
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
︶

●�

活
動
場
所
…
文
化
会
館
、
町
内
施
設

●�

応
募
方
法
…
文
化
会
館
に
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
み
ま
た
座
６
期
生　
試
演
会
】

～
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
～

■
タ
イ
ト
ル
＝

 ﹁
広
く
て
す
て
き
な
宇
宙
じ
ゃ
な
い
か
﹂

 

作/

成
井
豊　
　

演
出/

永
山
智
行

■
開
催
日
時
＝
８
月
27
日︵
木
︶

開
場　

午
後
６
時
30
分　

開
演　

午
後
７
時

■
場
所
＝
町
立
文
化
会
館

■
料
金
＝
入
場
無
料

２
年
目
の
わ
た
し
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「
背
中
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
な

演
技
を
し
た
い
（
清
）。
自
分
が
持
て
る
力
を
全

部
出
し
切
り
た
い（
岡
）」

都
城
市
の
少
林
寺
拳
法
都
城
い

ず
み
支
部︵
小
玉
忠
宏
支
部
長
︶に

所
属
す
る
清
家
逸
希
さ
ん︵
高
１
・

東
原
︶と
岡
田
健
太
さ
ん︵
高
１
・

下
新
︶、
出
口
弘
耀
く
ん︵
中
３
・

稗
田
︶が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ

リ
州
で
同
25
、
26
日
に
開
か
れ
る

世
界
大
会
団
体
演
武
に
出
場
す
る

た
め
、７
月
17
日
、
そ
の
報
告
に

清
家
さ
ん
と
岡
田
さ
ん
が
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
同
大

会
。
３
人
が
出
場
す
る
団
体
演
武

は
６
～
12
人
で
行
わ
れ
、
技
の
切

れ
や
正
確
さ
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
競
い
ま
す
。

少
林
寺
拳
法
日
本
代
表

本
町
か
ら
３
人
が
世
界
へ

ヤマメ釣りでは、魚との駆け引
きを楽しんだ（写真上）
釣ったヤマメは炭火焼きに。舌
鼓を打った（写真下）

「
今
日
は
、
陶
芸
で

は
頭
を
使
っ
て
、
い

ろ
ん
な
自
然
に
触
れ

合
っ
て
、
そ
の
場
所

の
歴
史
な
ど
も
教
え

て
い
た
だ
き
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」

清
家
逸
希
さ
ん（
右
）

岡
田
健
太
さ
ん（
左
）

少
林
寺
拳
法
団
体

日
本
代
表

増
田
竜
子
さ
ん

参
加
者

「
県
大
会
で
は
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
優

勝
で
き
た
。
全
国
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト
８
に
入

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
三
股
バ
ー

ド
ウ
イ
ン
グ︵
中
村
光
彦
代
表
・
16

人
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
︶が
、４
月
29

日
に
高
鍋
町
で
開
催
さ
れ
た﹁
第

７
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
県
小
学
生
団

体
戦
大
会
・
女
子
の
部
﹂で
見
事

優
勝
し
、７
月
31
日
か
ら
８
月
３

日
に
京
都
府
で
開
か
れ
る﹁
第
25

回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
﹂に
出
場
す
る
た

め
、６
月
17
日
、
そ
の
報
告
に
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場

す
る
の
は
平
成
13
年
の
創
部
以
来
、

初
め
て
。
週
３
回
の
練
習
に
励
み
、

全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

全
国
へ
ス
マ
ッ
シ
ュ
！

三
股
バ
ー
ド
ウ
イ
ン
グ
が
県
代
表

「『
文
化
会
館
の
イ
ベ
ン
ト
に
た
く
さ
ん
行
け
る

よ
う
に
』
と
願
い
ご
と
を
書
き
ま
し
た
。
サ
ロ

ン
に
は
友
達
が
で
き
て
、

参
加
す
る
の
が
い
つ
も

楽
し
み
で
す
」

７
月
７
日
、
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー﹁
元
気

の
杜
﹂で
、﹁
障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
し
て
障
害
者
の
相
互
交
流
と
社

会
参
加
を
促
そ
う
と
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
合
わ

せ
て
８
人
。
七
夕
の
飾
り
付
け
を

行
う
な
ど
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
願
い
ご
と
を
書
い

た
短
冊
を
飾
る
参
加
者
た
ち
。
飾

り
付
け
が
終
わ
る
と
、
皆
の
顔
か

ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

障
害
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

短
冊
に
願
い
を
込
め
て

原
田
廣
志
さ
ん

参
加
者

「
皆
の
協
力
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
最
初
に
立

ち
上
げ
た
と
い
う
誇
り
と
意
識
を
持
っ
て
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」

６
月
29
日
、
勝
岡
小
学
校
で
同

校
区
み
ま
も
り
た
い︵
森
政
弘
隊

長
・
43
人
︶の﹁
み
ま
も
り
た
い
構

成
員
会
議
﹂が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
同
隊
員
の
ほ
か
同
校

教
職
員
や
都
城
警
察
署
員
な
ど
合

わ
せ
て
23
人
。
森
隊
長
が
３
人
の

新
隊
員
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、

校
区
内
に
あ
る
危
険
個
所
の
確
認

や
今
後
の
課
題
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
、
学
校
と
地
域
の
連
携
強
化
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

同
隊
は
平
成
17
年
６
月
、
都
城

北
諸
管
内
で
初
の
発
足
。以
来
、事

故
の
減
少
な
ど
隊
員
の
努
力
が
実

を
結
ん
で
い
ま
す
。

勝
岡
小
校
区
み
ま
も
り
た
い

児
童
の
安
全
に
連
携
強
化
を
確
認

森　

政
弘
隊
長

勝
岡
小
校
区

み
ま
も
り
た
い

６
月
25
日
、
町
は
、
中
米
、
櫟

田
地
区
に
伝
わ
る
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬

踊
り
の
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
を
町
の
観

光
大
使
に
任
命
し
ま
し
た
。

そ
の
任
命
伝
達
式
は
馬
を
飼
育

し
て
い
る
蔵
元
順
市
さ
ん︵
中
米
︶

宅
で
行
わ
れ
、
中
米
ジ
ャ
ン
カ
ン

馬
踊
り
保
存
会︵
中
西
敏
秋
会
長
︶

の
メ
ン
バ
ー
な
ど
合
わ
せ
て
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

桑
畑
町
長
か
ら
任
命
状
を
手
渡

さ
れ
た
中
西
会
長
は
、
ジ
ャ
ン
カ

ン
馬
２
代
目
で
あ
る
茂
子
号
の
首

に
任
命
状
を
掛
け
、﹁
町
の
Ｐ
Ｒ
に

役
立
て
、
伝
統
を
守
っ
て
い
き
た

い
﹂と
話
し
ま
し
た
。

今
後
、
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
は﹁
三

股
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
﹂と
書

か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
首
に
掛
け
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
町
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬

町
の
観
光
大
使
に
任
命

７
月
１
日
、
町
観
光
協
会︵
池

辺
美
紀
会
長
︶主
催
の﹁
み
ま
た
ん

ツ
ア
ー
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
の
自
然
や
歴
史
、文

化
、
観
光
施
設
な
ど
地
域
固
有
の

資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
ツ

ア
ー
で
、
自
然
や
地
域
資
源
の
あ

り
方
を
再
確
認
し
て
も
ら
い
、
加

え
て
経
済
波
及
効
果
と
地
域
の
新

し
い
価
値
を
見
出
そ
う
と
観
光
協

会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、﹁
長
田
の
自
然
を
満

喫
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
﹂と
題
し
て
、

町
内
外
か
ら
22
人
が
参
加
。
陶
芸

体
験
や
ヤ
マ
メ
釣
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

参
加
者
は
町
物
産
館﹁
よ
か
も

ん
や
﹂を
バ
ス
で
出
発
し
、
ま
ず

紫
麓
窯
を
訪
問
。
窯
元
の
山
下
盛

親
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

陶
器
の
カ
ッ
プ
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
あ
ふ
れ
る

カ
ッ
プ
が
出
来
上
が
り
、
参
加

者
は
満
足
そ
う
な
笑
み
を
浮
か
べ
、

１
カ
月
後
の
完
成
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
行
は
し
ゃ
く
な
げ

の
森︵
池
辺
美
紀
社
長
︶に
足
を
運

び
、
ヤ
マ
メ
釣
り
を
体
験
。
大
き

く
し
な
る
サ
オ
に
魚
と
の
駆
け
引

き
を
楽
し
み
ま
し
た
。
釣
っ
た
ヤ

マ
メ
は
そ
の
場
で
炭
火
焼
き
に
し

て
も
ら
い
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
参
加
者
は
長
田
峡

散
策
や
文
化
財
の
見
学
な
ど
、
自

然
や
歴
史
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

同
観
光
協
会
は
今
後
も
月
２
回

程
度
の
体
験
型
ツ
ア
ー
を
計
画
中
。

池
辺
美
紀
会
長
は﹁
町
に
は
宝
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
う
も
れ
さ

せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
今
後

も
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
い
き
た
い
﹂と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

町
の
魅
力

再
発
見
！

最後はよかもんやでショッピン
グ。地場産品を手にとる参加者

轟木にある千本仏首塚で町の歴
史を振り返った

長田峡の遊歩道を散策。渓流沿
いに続く用水路の説明を受ける。
自然に寄り添った人の生活に皆
感心していた

長田の渓流散策。エメラルドグ
リーンの川面にうっとり

陶芸体験では、初体験の人にもて
いねいな指導がされ、皆満足でき
るカップが出来た（写真右）
個性的なカップが出来上がる。１
カ月後の完成が楽しみだ（写真左）

﹁み
ま
た 　
ツ
ア
ー
﹂始
ま
る
！

遠
山
き
よ
ら
さ
ん

（
小
学
６
年
生
）

バ
ー
ド
ウ
イ
ン
グ
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町商工会では、町内商工業の活性化と
購買意欲を促進するためのプレミアム付
き商品券（名称：みまたんプレミアム付商
品券）を発売しています。

この商品券は、町内の景気対策として、
地元中小企業支援と消費拡大、さらには
生活支援を目的にしています。

町内の商品券販売店で販売しています
ので、この機会に、ぜひご利用ください。
■商品券内容＝1冊5,000円
※10㌫プレミアム付き　 
（500円券×11枚綴：5,500円相当額）
■商品券発行部数＝２万部
（売り切れ次第終了）
■商品券販売場所＝

三股町商工会、三股町物産館「よかも
んや」、三股町役場売店、ひろせ本店

（三股店）、上水商店、ネオプラスふじ
い、児玉ストアー、去川ストアー、めが
ねの児島、カレー専門店トプカ、中西
たたみ店、めがねの三股堂、十字屋、福
永ナショナル店（７月22日現在）
■購入限度＝１人10万円まで
※ 今までの限度額1人10セット（５万

円）で購入した人も追加購入できます。  
■ご利用方法＝町内取扱登録店舗150店
※1 商品券販売時に取扱店舗をご案内し

ます。 取扱店舗にはのぼり旗が設置
されています。

※2 この商品券ではお釣りは支払われま
せん。あらかじめご了承ください。

■利用期間＝９月30日（水）まで利用可
※ 商品券は９月30日を過ぎますと、利用

できなくなりますので、ご注意ください。
■問い合わせ
　三股町商工会
　☎52－2226

「エコロジーボランティア」とは、地域の
環境美化から地球環境を考え、行動する

人々のボランティア活動です。
今年で14回目になる本活動への関心

も高まり、リサイクルも進んでいます。し
かし、昨年も放置自転車や粗大ごみのほ
か、河川敷では心無い釣り人や利用者の
後始末をしなければなりませんでした。

ごみをなくし、きれいで住みよい町に
するために、今年も多くの参加をよろし
くお願いします。また、地域でごみの気に
なる場所がありましたらお知らせくださ
い。みんなできれいにしましょう。
■日時＝９月６日（日）

午前６時30分〜９時
■会場＝元気の杜広場
■参加者＝民主・福祉・ボランティア各

団体、個人
■申込締切＝８月21日（金）まで
■主催＝社会福祉協議会、

町ボランティア連絡協議会
■後援＝三股町
■申し込み・問い合わせ
　町社会福祉協議会
　☎52－1246

衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官
の国民審査が次のとおり行われます。
■日時＝8月30日　午前7時〜午後6時
※ 当日投票できない人は、8月19日（水）

～ 29日（土）毎日午前8時30分～午
後8時までの期日前投票をご利用くだ
さい。役場1階ロビーで投票を受け付
けます。
なお、国民審査の期日前投票は8月23

日（日）〜 29日（土）までとなっています。
■問い合わせ
　町選挙管理委員会事務局
　☎52－1111（内線284）

〜今を知り
明日をみつめる　暮らしの統計〜

本年９月から11月までの３カ月間に
わたり、平成21年全国消費実態調査が実
施されます。

この調査は、人口の高齢化、サービス産
業の増大、高度情報化などによって、近
年のわが国の経済・社会が多様化してい
る中で、国民生活の実態を家計面から明
らかにすることを目的として、全国の世
帯から統計的な方法に基づいて選定され
た世帯を対象に行われます。調査の結果
は、経済・社会施策の基礎資料として、ま
た、消費・経済分析の貴重なデータとして
広く利用されます。

調査の内容は、主に家計簿を記入して
もらうことです。調査員が皆さんのお宅
に伺いましたら、調査の趣旨をご理解い
ただき、ご協力をお願いします。　
<記入内容の秘密は守られます>

調査票に記入した内容をほかに漏らし
たり、統計以外の目的に使用することは、
法律で固く禁じられています。安心して
ありのままをご記入ください。
■問い合わせ
　総務企画課　企画政策係
　☎52－1111（内線225）

宮崎県では、夏休みなどで家族や友達
とのふれあいの機会が多い８月を「人権
啓発強調月間」と定めています。

この機会に、学校で、家庭で、地域で、
人権尊重の大切さや「思いやり」について
話し合ってみませんか。

今後の三股町での人権啓発に関する各
種事業は次のとおりです。
●人権に関する標語の募集
■募集締切＝９月７日（月）まで
■対象者＝町内小中学校の児童・生徒
■内容＝「思いやり」「差別」などについ

ての標語を募集します。
●いきいきふれあいリレー啓発展
■内容＝人権ポスターの展示、啓発資料

の配布
■日時＝９月25日（金）〜10月６日（火）

午前８時30分〜午後５時
■場所＝文化会館エントランスに展示
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52－1111（内線431）

町内にお住まいの女性の皆さん、三股
町女性団体連絡協議会に加入して女性同
士で情報交換したり、レクリエーション
したりと楽しく交流しませんか！

団体でも個人でも大歓迎です。随時受
け付けています。

現在の参加グループは、【更生保護女性
会】【ＪＡ女性部】【商工会女性部】【体操ク
ラブ】【竹の子会】【ＳＫＫ】です。

■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52－1111（内線434）

毎年、多くの子どもたちでにぎわって
いた河川プールですが、平成17年の台風
により損壊した河川設備の復旧のめどが
立っていません。そのため、安全性が確保
できないことから、今年も河川プールの
運営を中止します。

心待ちにしていた人には申し訳ありま
せんが、ご理解をお願いします｡

このような状態ですので、川で泳いだ
り遊んだりしないでください。
■問い合わせ
　教育課　生涯学習係
　☎52－1111（内線434）

町内12カ所の児童館は、子どもたちに
健全な「遊び」を提供し、心身の健康増進
や情操を豊かにすることを主な目的とし
ています。

現在、児童館では「放課後児童健全育成

事業」を行っていますが、児童クラブ事業
だけを行っているわけではなく、町内の
すべての子どもたちを対象として上記目
的のために運営されています。

児童館は誰でも利用できる場所です。
お気軽にご利用ください。
■開館時間＝

月曜〜金曜　午後１時〜６時
土曜日　　　午前９時〜午後６時
夏休み期間（７月21日〜8月31日）
　　　　　　午前９時〜午後６時
　　　　　（ただし、日・祝日除く）
■開館場所＝

山王原児童館 …………… ☎52－1091
東原児童館 ……………… ☎52－0336
植木児童館 ……………… ☎52－1092
第２地区交流プラザ …… ☎52－1099
蓼池児童館 ……………… ☎52－3947
新馬場児童館 …………… ☎52－3948
今市児童館 ……………… ☎52－1814
上米児童館 ……………… ☎52－4373
 梶山児童館 …………… ☎52－1251
宮村児童館 ……………… ☎52－5533
前目児童館 ……………… ☎52－4844
長田児童館 ……………… ☎54－1213
■注意事項＝

各小学校の帰宅指示時間に合わせ
て、児童を帰宅させます。未就学児童
は保護者同伴での利用となります。
■問い合わせ
　福祉保健課　児童福祉係
　☎52－1111（内線166）

８月は「道路ふれあい月間」
８月10日は「道の日」

８月は「道路ふれあい月間」です。あら
ためて道路とふれあい、道路の役割と重
要性を再認識していただくための運動で
す。道路は広く常に美しくありたいもの
です。皆さまのご協力をお願いします。

また、国土交通省では８月10日を「道
の日」に指定し、「道」の意義や重要性に
ついての関心や道路愛護の精神を高めて
いただく運動も行っています。

私たちの生活を支えて欠くことのでき
ない「道路」の役割について、もう一度考

えてみませんか？
※ 道路にペットボトルや空き缶、チリな

どを捨てることは絶対にやめましょ
う。大きな交通事故につながる恐れが
あります。

※ 庭木の枝や生垣などが道路に張り出し
ていると、道幅が狭くなり道路利用者
に迷惑を掛けることになります。道路
敷地内にはみ出さないように定期的
にせん定をお願いします。

※ 道路や側溝へ雑草を捨てることはやめ
ましょう。舗装が痛んだり雨水があふ
れたりする原因となります。また道路
路肩にはびこる雑草の草刈り、処理に
は沿道利用者の協力が必要です。住ま
いの沿道、農地や林地沿道の雑草草刈
りなど皆さんの協力をお願いします。
道路は、すべての住民が利用し、少なか

らず恩恵を受けているものです。道路美
化に努めましょう。
■問い合わせ
　都市整備課　都市整備係
　☎52－1111（内線252）

 三股町社会福祉協議会では、忌明寄付
を次のとおりいただきました。

 故人のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、社会福祉発展のために有意義に
利用させていただきます。

 誠にありがとうございました。
三股町社会福祉協議会
��平成21月６月１日から30日まで

昨年9月26日、裁判所（宮崎市）の視察研修を行いました

みまたん
プレミアム付商品券
をご利用ください！

国消費実態調査」
が行われます

｢全

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

町女性団体連絡協議会
参加入団体募集！！

８月は人権啓発
強調月間です！ 今年も河川プールの

運営を中止します

誰でも遊べる児童館を
ご利用ください！

道路愛護

愛のご寄付

石坂　和子 夫 時春 76 轟　木 ３万円

西村　昌
しょう

子
こ

母 細川愛子 76 檪　田 ２万円

福田　幸弘 母 ミヨ 89 上　米 ３万円

吉田　英二 母 百合子 75 蓼　池 １万円

宮田　充
みつる

妹 利
り

津
つ

子
こ

63 大　野 ２万円

下沖　光
みつ

治
はる

弟 勉 62 今　市 10万円

宮田　強
つよ

雄
お

妻 セツ子 64 山王原 10万円

福元　久
ひさ

明
あき

母 ユキ 94 小鷺巣 ５万円

山田　博
ひろ

明
あき

母 深
み

雪
ゆき

97 山王原 ３万円

上西　末
すえ

利
とし

妻 フミ 87 仲　町 ５万円

橋口　一男 妻 ツギ 81 蓼　池 ３万円

久保田ハル子 夫 末
すえ

行
ゆき

82 轟　木 ３万円

森　　廣
ひろし

妻 みき子 58 東　原 ３万円

009エコロジーボラ
ンティアinみまた｣を
開催します！

｢２

８月30日は衆議院議員
総選挙の投票日です
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健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●赤ちゃん健診
■期日＝９月４日（金）
■受付＝午後１時〜１時45分
■対象＝８月、10月、12月、平成21年２月、４月、６月生まれ

●麻しん・風しん混合ワクチンの接種について
次の対象に当てはまる人で、まだ接種が済んでいない人は、早
めに接種しましょう。
■対象者＝

１期…１歳〜２歳未満の幼児
２期…平成15年４月２日〜平成16年４月１日生まれの人
３期…平成８年４月２日〜平成９年４月１日生まれの人
４期…平成３年４月２日〜平成４年４月１日生まれの人

※ 麻しん、風しん両方にかかったことがある人、または上記の
対象者で今年の４月以降に接種した人は対象外です。
■接種期限＝

１期…２歳の誕生日前々日までに接種
２期〜４期…平成22年３月31日までに接種　�
■接種料金＝期限内に接種すれば無料
■�持ってくるもの＝母子手帳、３・４期の人は４月に送付し
た予診票を記入してお持ちください。

※１～２期の予診票は医療機関に置いてあります。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　 ☎52－8101

●親子ふれあいコンサート（小さな音楽会）
■期日＝８月18日（火）　
■時間＝午前10時〜11時
■場所＝総合福祉センター「元気の杜」大会議室

●友達つくろう！一緒にあそぼう！
■期日＝８月20日（木）　
■時間＝午前10時〜11時
子育てサークル「いもん子クラブ」さん

　

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52−8481

●リズムウォーキング
■期日＝８月17日�（月）
■時間＝午前11時〜正午

※ ストレッチや「歩く」動作を中心とした運動を健康運動実践
指導者が指導します。

●食中毒に注意しましょう！
夏場は食中毒が多発する時期です。食中毒は、細菌やウイル
ス、化学物質に汚染された飲食物や、ふぐやキノコなどの有毒物
を飲食することによっておこります。食中毒は毎日食べている
家庭の食事でも発生する可能性があります。
食中毒予防の三原則は細菌を「つけない・増やさない・やっつ
ける」です。家庭でも次のようなことに注意して食中毒から家族
を守りましょう。
①調理前、食事前、用便後は手を良く洗いましょう。
②台所は整理整頓し、常に清潔にしておきましょう。
③�まな板、ふきんなどの調理器具は、よく水で洗って乾燥し
ておきましょう。

④ハエ、ゴキブリなどの害虫は定期的に駆除しましょう。
⑤魚介類などは、水でよく洗って調理しましょう。
⑥調理したものは時間を置かずに早く食べましょう。
⑦食べる前によく火を通しましょう。
⑧生鮮食品は、できるだけ早く調理しましょう。
⑨食品は、冷蔵庫で10℃以下に保管しましょう。
⑩冷蔵庫内の清掃を定期的にしましょう。
　嘔吐（おうと）、下痢（げり）、腹痛、発熱などの症状があらわ
れたら食中毒の可能性があるので、自己判断で薬を服用したり
せず、医師の診察を受けましょう。その時は、
　１）いつごろから、
　２）どんな症状が出始めたか、
　３）何を食べたか
を説明しましょう。

精神障害者に対するバス運賃割引について
●社会福祉係（内線１６５）

　宮崎交通では、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
人に対して、今年3月から次のとおり障害者割引が適用されて
います。
■�割引対象＝精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
人が、一般路線バスに乗車する場合の運賃（高速バスは対
象外）

■割引率＝一般乗車運賃…………５割引
　　　　　　定期乗車運賃…………３割引
※詳しくは、宮崎交通お客さまバス案内センター
　☎（0985）51－5153にお問い合わせください。

敬老祝金について
●介護高齢者係（内線162）

　８月下旬から９月初旬にかけて、次の年齢の皆さんを対象に
敬老祝い金が支給されます。

支 給 年 齢 祝 金 年 額

　　満80歳（※１） 1万円
　　満85歳（※２） 1万5,000円
　　満88歳（米寿） 2万円
　　満90歳（卒寿） 2万5,000円
　　満95歳 3万円
　　満99歳（白寿） 4万円
　　満100歳以上 5万円
　　最高齢者 10万円

　対象年齢については平成20年９月16日から平成２1年９月15
日までの期間の満年齢となります。
　詳細は福祉課介護高齢者係までお問い合わせください。
〔参考〕
（※１）　満80歳の対象者

…昭和３年９月16日〜昭和４年９月15日が誕生日の人
（※２）　満85歳の対象者

…大正12年９月16日〜大正13年９月15日が誕生日の人

介護保険料の減免について
●介護高齢者係（内線162・163）

平成21年度介護保険料について、本人または代理人の申請に
もとづいて、特に必要があると認められた場合に減額します。
■該当者＝

　次のすべてに該当する場合に対象となります。
（ア）�平成21年度介護保険料所得段階区分が第３段階（世帯

全員非課税）の人
（イ）前年中の収入金額の合計額が、次の金額以下の人
　　１人世帯の場合………… 75万円以下
　　２人世帯の場合…………110万円以下
　　３人世帯の場合…………145万円以下
　　【以下世帯員が、１名増加するごとに35万円を加算、
　　��借家に居住の場合は別途25万円を加算】

（ウ）住民税課税者と生計を共にしていない人
（エ）住民税課税者に扶養されていない人
（オ）住民税課税者から仕送りを受けていない人
（カ）処分できる不動産を所有していない人
（キ）世帯において預貯金額が150万円以下の人
■申請に必要なもの＝
○印かん
○年金の支払通知書
○�世帯員すべての通帳（最新の状況を記帳してから持参し

てください）
○すべての収入がわかるもの
○健康保険証
■申請期間＝８月３日（月）〜８月31日（月）
■申請場所＝役場　福祉課窓口
■問い合わせ＝福祉課　介護高齢者係（内線163）

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター☎52−8634

●「認知症サポーター養成講座」実施中！
地域包括支援センターでは、「認知症サポーター養成講座」を
実施しています。認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、
偏見を持たず、認知症の人や家族を温かく見守る応援者です。
そのうえで、自分のできる範囲で活動してもらうことを目的
としています。例えば、友人や家族にその知識を伝える、認知症
になった人や家族の気持ちを理解するよう努める、隣人または
商店・交通機関など、まちで働く人として、できる範囲で手助け
をする、など活動内容は人それぞれです。
現在、足もと元気教室に参加している人に講座を実施してい
ます。
受講者から「認知症は年のせいではなく病気だということが
分かった」「認知症の人を抱える家族の苦労が分かった」「親にも
聞いてほしい」など多くの感想が寄せられています。
講座を受けたいと希望する人は、包括支援センター（☎52－

8634）までご連絡ください。

平成21年度「足もと元気教室」の各地区での日程は、次のとお
りです。
平成21年８月15日〜９月14日

Mimata  Health & Welfare Guide

９月の行事予定
【親子教室】
期日＝９月２日（水）
時間＝午前10時〜正午
内容＝調理実習
☆メニュ未定☆
事前の申込が必要です
※�町内在住親子10組自己負担

金があります詳しくはセン
ターまでお問合せください。
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地区名 時　間 場　所 日　程
蓼 池 午前9時30分〜11時 蓼 池 児 童 館 ８月20日・９月３日
轟 木 午後1時30分〜 3時 轟 木 集 落 館 ８月31日
植 木 午後1時30分〜 3時 西植木コミュニティーセンター ８月20日・９月２日
中 原 午前9時30分〜11時 中原コミュニティーセンター ８月26日・９月２日
前 目 午後1時30分〜 3時 前 目 研 修 館 ９月 9日
寺 柱 午後1時30分〜 3時 寺 柱 青 年 の 家 ９月10日
餅 原 午後1時30分〜 3時 餅 原 研 修 館 ９月 9日
梶 山 午前9時30分〜11時 第 ４ 地 区 分 館 ９月 9日
谷 午後1時30分〜 3時 谷 青 年 の 家 ９月 1日
今 市 午前9時30分〜11時 今 市 児 童 館 ９月 7日
小鷺巣 午後1時30分〜 3時 第 ３ 地 区 分 館 ８月27日

※日程は、毎月ご案内します。

認知症サポーター講習会の様子



● 問い合わせ：
　健康管理センター
　 ☎52−8481 〜大人もいっしょに「食育」〜

毎月19日は食育の日

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税がいきている ・たばこは町内で買いましょう
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1 土

2 日

◎山内小児科（小） ☎22-0048（上　町）

◎園田光正内科（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎大岐医院（内・胃・外） ☎57-2025（山之口町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎とまり内科外科胃腸科（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎いそいち産婦人科（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

3 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
4 火 ◦可燃物
5 水

6 木 ◦缶・びん
7 金 ◦可燃物
8 土

9 日

◎柳田病院（小・内） ☎22-4862（東　町）

◎下長飯クリニック（外・内）☎39-0800（下長飯町）

◎坂田医院（内・消・胃） ☎51-2003（三股町）

◎福田クリニック（外・循・内） ☎46-1122（蓑原町）

◎いき形成外科ひふ科（形外・皮） ☎45-0020（年見町）

◎かみながえクリニック（耳鼻） ☎25-0224（上長飯町）

10 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
11 火 ◦可燃物
12 水

13 木 ◦トレイ・ペット
14 金 ◦可燃物

15 土

◎おおくぼクリニック（内） ☎26-1500（千　町）

◎ケイオークリニック（内・小） ☎46-4500（一万城町）

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎宗正病院（外） ☎22-4380（八幡町）

◎花房医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎やの耳鼻科（耳鼻） ☎27-5222（吉尾町）

16 日

◎森山内科外科クリニック（内・外） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎有馬医院（内・小） ☎23-2610（上長飯町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎もちお蛯原医院（整形・形成） ☎21-5355（蓑原町）

◎山路医院（外・内） ☎64-3133（山田町）

◎小山田眼科（眼） ☎22-0710（松元町）

17 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
18 火 ◦可燃物
19 水 ◦図書館休館日
20 木 ◦缶・びん

21 金 ◦可燃物
22 土

23 日

◎田口クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎佐々木医院（内） ☎62-1103（高崎町）

◎川畑医院（外・胃） ☎46-3225（年見町）

◎石井皮膚科（皮） ☎23-4588（蔵原町）

◎西浦耳鼻科（耳鼻） ☎22-0715（松元町）

24 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
25 火 ◦可燃物
26 水

27 木 ◦トレイ・ペット
28 金 ◦可燃物
29 土

30 日

◎藤元早鈴病院（内） ☎25-1212（早鈴町）

◎鵜木内科医院（循・内） ☎26-0008（花繰町）

◎仮屋医院（内・小） ☎36-0521（上水流町）

◎飯田整形外科クリニック（整） ☎46-5115（上　町）

◎一心外科（外・胃・肛門・内） ☎52-7788（三股町）

◎宮田眼科（眼） ☎22-1441（蔵原町）

31 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

1 火 ◦可燃物
2 水

3 木 ◦缶・びん
4 金 ◦可燃物
5 土

6 日

◎瀬ノ口医院（内・消） ☎25-5155（姫城町）

◎松山医院（内・呼吸・リウ） ☎24-1046（上川東）

◎教山医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎吉松病院（外・整） ☎25-1500（蔵原町）

◎ゆうクリニック（消・外・内） ☎46-6100（広原町）

◎武田産婦人科（産・婦） ☎22-0336（蔵原町）

7 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日
8 火 ◦可燃物
9 水

10 木 ◦トレイ・ペット
11 金 ◦可燃物
12 土

13 日

◎有川医院（呼吸・胃） ☎24-6677（上川東）

◎とくとめクリニック（内・循・消） ☎26-1820（一万城町）

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎ながはま整形外科（整） ☎46-7188（都北町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎中山耳鼻科（耳鼻） ☎24-2648（妻ヶ丘町）

14 月 ◦不燃物 ◦図書館休館日

※診療時間 午前9時〜午後6時
※やむを得ず変更する場合がありますので
　☎23-5555でご確認ください。

（※夜間／都城救急医療センター☎39-1100）
※歯科については☎25-4100に
　問い合わせてください。

くらしのカレンダー
1. August ~ 14. September 2009

みまたくらしのカレンダー

←水・お茶

厚生労働省
農林水産省決定

毎日の食事によって身体が作られ、食事の質によって健康の質まで変わってしまいます。
食べ物を選ぶ力、正しい知識を身につけ、 心も体も健全な食生活を実践することができる人間を育てる教育のことです。食育って？

■税 ● 問い合わせ：税務財政課　TEL 52-1111㈹　FAX 52-4944

★たのしく・かしこく・きちんと食べる★
旬の食材は　おいしい！栄養価が高い！安い！といいことづくしです。
旬の食材を使った健康バランス食を紹介します。ご家庭での献立にご利用ください。

８月の旬食材…オクラ

◎緑の皿　オクラと春雨のスープ
　【副菜１つ(SV)】20㌔㌍　塩分1.1㌘
材　料　�オクラ…２本、ミョウガ…1/2コ、春雨…2㌘、水…１/2カップ、

コンソメ…１/2コ、塩・こしょう…少々
作り方　�①春雨は表示通りにもどし、食べやすく切る。②オクラは輪切り、

ミョウガはたて半分の斜め千切りにする。③水とコンソメを火に
かけ、沸騰したら具を入れて塩こしょうで味を整える。一煮立ち
させて、器に盛る。

◎白の皿　三色フルーツ
　【果物１つ（SV）】80㌔㌍　塩分0㌘
材　料　スイカ…60㌘、メロン…60㌘、パイナップル…60㌘
作り方　①果物をそれぞれ２㌢角に切って、器に盛り合わせる。

◎黄の皿　　雑穀ごはん
　【主食２つ（SV）】285㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�米…1/2合（ごはん150㌘）、雑穀…小さじ1/2

◎赤・緑の皿　　焼肉サラダ
　【 主菜2つ(SV)　副菜１つ(SV)】210㌔㌍　塩分2.6㌘
材　料　�牛ももスライス…70㌘、赤ピーマン…30㌘、キュウリ…50㌘、

レタス…50㌘、サラダ油…小さじ１、焼肉のタレ…大さじ２、
レモン汁…大さじ１、塩…小さじ1/4、こしょう…少々

作り方　�①牛肉は１㌢幅に切り、焼肉のタレを絡めて、油を熱したフライ
パンで焼く。②赤ピーマンは１㌢の角切りにしてさっとゆでる。
③キュウリは千切り、レタスは一口大にちぎる。④皿に野菜を盛
り、上からレモン汁と塩、こしょうを混ぜたものをかける。その
上に肉を盛り付ける。

８月31日(月)は納付期限です
●納税管理係(内線144・145・147)

納付期限内に納付しましょう。
●町県民税（２期）
●国民健康保険税（２期）
※�口座振替は８月25日(火)が振替日です。再振替は行っ
ていません。24日(月)までに預貯金口座の残高確認を
お願いします。

「納税相談」ご利用ください
●納税管理係（内線144・145・147）

税金は納付期限内に納めることが原則ですが、思わぬ事
故や病気、失業など特別な事情があって納付期限内に納め
られないときは、印かんをお持ちになり早めにご相談くだ
さい。年度を繰り越す滞納とならないよう、分割納付の相

談や各種納税相談をお受けします。

家屋調査へのご協力のお願い
●資産税係（内線142・143）

固定資産税の課税の基礎とするために、家屋調査を実施
しています。
家屋調査は屋根、外壁、内壁などの部材の違いで評価額

を算出するために行っています。
家屋の大きさにもよりますが、調査には１時間程度かか

ります。
調査では、家屋すべての部分の部材を確認するために、

トイレや押入れなどにも立ち入ることになります。そのた
め、プライバシー保護の観点から入居前に調査を希望する
人もいます。
入居前の調査を希望する人は、日程調整のご相談など承

りますのでご連絡ください。

独特のぬめりはペクチンやムチンといった食物繊維です。これらには
整腸作用があります。また、カルシウムや鉄、ビタミン類も豊富なの

で、夏ばて予防の食材として、取り入れてみてください。（表示の材料はすべて1人分です）

◎８月の予定

本町でも部分日食を観測

７月22日、日本で観測できる46年ぶ
りの皆既日食は、あいにくの曇り空と
なりました。本県では午前10時59分に
最大約95㌫の部分日食が観測されると
あって、期待していた人も多かったの
ではないでしょうか。
写真は、午前11時ちょうどの上米公
園上空に浮かぶ太陽。本町では雨雲の
すき間に90㌫あまりの部分日食を見る
ことができました。

◎今月の表紙

『雲のすき間から』

◎９月の予定

いきいき げんき！



★
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■
茶
じ
ょ
け

７
月
22
日
の
皆
既
日
食
。県
内

で
は
部
分
日
食
と
な
り
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。日
食
の
時
間
帯
は
少

し
の
間
し
か
太
陽
が
顔
を
出
さ
な

か
っ
た
た
め
、見
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

ま
た
、「
記
録
を
残
す
」と
い
う
意

味
も
含
め
て
今
号
表
紙
に
し
ま
し

た
。▽
運
動
不
足
を
危
惧
す
る
今

日
こ
の
ご
ろ
、日
食
を
撮
影
し
よ
う

と
上
米
公
園
の
坂
道
で
無
理
な
体

制
を
維
持
し
て
い
た
た
め
か
、翌
日

は
両
足
の
太
も
も
が
筋
肉
痛
を
訴

え
ま
し
た
。▽
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

る
と
き
は
、一
瞬
で
も
太
陽
が
顔
を

お便りやイラスト、お子さんの写真を募集しています。
皆さんからのお便りを募集しています。普段、生活で感じたことや皆
さんへのお願いごとなどを400字以内に、またアニメのヒーローなどを
お書きのうえ、お送りください。

◎わが家の一番星
３歳以下のお子さんの写真とコメントを添えてお申し込みください。

■問い合わせ　総務企画課企画政策係　☎52-1111

◦男／11,548人◦女／13,251人
◦計／24,799人◦前月比＋41人
◦世帯数／9,667戸（＋14戸）
◦出生／27人◦死亡／16人
◦転入／95人◦転出／65人

三股町の人口
平成21年７月１日現在

発行・編集／三股町総務企画課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111 FAX0986-52-4944
URL http://www.town.mimata.miyazaki.jp/

◎町のおいたち
三股町にはいろいろ発掘される土器から、新石
器時代より各所に人が住んでいたことがうかがわ
れます。また、その名の起源は「古くから川三条、股
になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」
をとどめているといわれています。徳川時代は薩摩
藩に属し、明治初年五戸長を一丸として、戸長役
場と改称しました。当時の地頭三島通庸公は荒涼
たる原野に土木をおこし、産業を奨励し教育の振
興をはかって村造りをなし、ここ三股の基礎が築
かれたのです。
明治23年、町村制実施により三股村となり、昭和
23年５月３日に町制を施行して名実ともに三股町と
して発足しました。以来自治の発展に努め、文化農
村建設へと邁進し、さらに今や数多くの企業誘致
により町民の所得向上をはかりながら住みよい豊
かな田園工業都市をめざして躍進しています。

◎町章
町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。
◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ
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出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
と
、見

え
た
と
き
の
感
動
、そ
し
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
一
心
で
、体
が
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。15
分
ほ

ど
踏
ん
張
っ
て
い
た
だ
け
な
の
に

…
。気
持
ち
だ
け
は
全
盛
期
。で
も

体
が
つ
い
て
こ
な
い
。寂
し
い
限
り

で
す
。▽
毎
日
少
し
で
も
外
に
出
て

体
を
動
か
せ
ば
い
い
の
で
す
が
、冷

房
の
前
か
ら
動
く
こ
と
が
で
き
な

い
わ
た
し
。こ
の
夏
、各
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
全
国
大
会
や
世
界
大
会

ま
で
駒
を
進
め
た
三
股
の
子
ど
も

た
ち
を
見
習
っ
て
、少
し
で
も
運
動

不
足
を
解
消
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
標
は
「
50
㍍
を
全
力
で
走
っ
て

も
足
を
つ
ら
な
い
」で
す
。　  〈
♪
〉

西　
畑　
よ
し
子

生
き
の
び
て 

今
も
長
ら
え 

終
戦
日

亡
き
母
が 

残
し
く
れ
た
る
花
園
に 

季
節
の
花
が 

絶
え
ず
咲
き
お
り

宮　
里　
み　
ち

川　
原　
順　
子

今
は
も
う 

不
要
と
な
り
し
灰
皿
に 

楚
々
と
い
け
こ
む 

毒
だ
み
の
花

[

短
歌]

 

◆
三
股
短
歌
会

[

俳
句]

 

◆
三
股
椿
寿
俳
句
会

【

】

内　
村　
初　
美

ご
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
期
の
連
中
が
、
ま
た
、
先
輩
、
同
年
輩
の

方
々
が
、次
々
と
こ
の
世
を
去
っ
て
い
か
れ
る
。
感
慨
ひ
と
し
お
で
す
。

今
年
も
終
戦
記
念
日
が
め
ぐ
っ
て
き
ま
す
。
あ
の
戦
争
を
経
験
し
、戦

死
し
た
友
も
多
く
あ
る
中
を
生
き
延
び
、今
も
後
期
高
齢
者
と
し
て
過

計
画
表 

満
杯
に
し
て 

帰
省
の
子

り
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
が
亡
く
な
っ
て
、
十
八
年
も
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
花
々
は
季
節

が
移
る
た
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
絶
え
ず
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
大
切
に
守

タ
バ
コ
を
好
む
来
客
も
な
く
、
今
で
は
灰
皿
の
中
に
小
さ
な
剣
山
を
入
れ
、

季
節
の
花
を
眺
め
て
い
ま
す
。

せ
な
い
計
画
の
一
つ
。
数
年
前
ま
で
は
山
田
川
に
造
ら
れ
た
河
川

プ
ー
ル
で
遊
ぶ
の
も
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

夏
休
み
の
数
日
を
故
郷
で
過
ご
す
子
や
孫
は
今
年
も
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
満
杯
で
す
。
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り
は
、
毎
年
欠
か

128
平ひ

ら
　
の野　

栞し
お
り

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

◎
平
成
19
年
５
月
３
日
生
ま
れ

◎
博
文
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
の
長
女

わが家のアイドル栞ちゃん。お兄ちゃん二
人といつも仲良く、笑顔の似合う優しい女
の子になってネ♪

ゴ
マ
と
ア
ー
モ
ン
ド
に

か
け
る
夢

﹁
町
農
業
の
新
分
野
と
し
て
開
拓
で

き
な
い
か
」。
梶
山
地
区
の
小

牧
俊
一
さ
ん
は
、
仲
間
と
と
も
に
ゴ
マ
と

ア
ー
モ
ン
ド
の
栽
培
に
力
を
注
ぐ
。実
か

ら
採
取
で
き
る
油
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
町
の
新
規
産
業
と
し
て

根
付
か
せ
た
い
考
え
だ
。

高
齢
化
が
進
む
町
農
業
の
耕
作
放
棄
地

に
目
を
付
け
た
。賛
同
す
る
仲
間
と
霧
島

会
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
１
・
３
㌶
に
ゴ
マ

の
試
験
栽
培
を
始
め
た
。ア
ー
モ
ン
ド
は

２
５
０
株
ほ
ど
購
入
。桜
に
似
た
花
を
付

け
、
５
年
ほ
ど
で
実
が
な
る
と
い
う
。

「
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
」。

そ
う
話
す
俊
一
さ
ん
。遊
休
地
の
活
用
、

農
業
後
継
者
の
育
成
、
町
の
新
産
業
開
拓

と
、思
い
描
く
夢
は
行
動
へ
の
原
動
力
だ
。

「
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」。ま
ず
は

ゴ
マ
が
花
を
付
け
た
。次
は
秋
の
収
穫
が

目
標
だ
。

ま
ち
を
さ
さ
え
る
人
た
ち

梶
山
在
住　

小
牧
俊
一
さ
ん

［
Ｍ
メ
イ
ト
通
信
］
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

三
股
を
彩
る
農
業
の
模
索

川か
わ
　
ぐ
ち口 

昂こ
う
　
き輝

く
ん
（
３
歳
）

◎
平
成
17
年
８
月
24
日
生
ま
れ

◎
弘
二
さ
ん
・
明
美
さ
ん
の
次
男

直輝兄ちゃん、キアラちゃんと3人仲良く
大きく育ってね♪

霧島会のメンバーと。夢を共にする
かけがえのない仲間たちだ


